
４月に鳥取県で初の新型コロナウイルス感染が確認された年。新型コロナウ
イルスの影響で小中学校が臨時休校となり、体育祭・文化祭などの学校行事
や地域でのイベントが感染拡大防止のため中止となりました。また、浅井地
区の伝統行事「魚とり」が県無形民俗文化財に指定されました。

Nanbu town

2020年度

令和２年度

16th year

グリコこそだてパークなんぶオープ
ン（令和２年 10 月）

南部町出身で町外在住の学生に、南
部町の特産品をお届けする「Nanbu
まごころ便」出発式（令和２年 11 月）

鳥取グリコ株式会社と子どもの広場
ネーミングライツ契約調印式

（令和２年６月）

祐生出会いの館開館 25 周年
（令和２年 11 月）

南部町浅井に伝わる伝統行事「魚と
り」が、５月に鳥取県無形民俗文化
財に指定（令和２年 10 月）

廣池昌弘さんがソニーワールドフォ
トグラフィーアワード 2020 準グラ
ンプリ受賞（令和２年６月）

三光株式会社と「緊急事態発生時に
おける廃棄物処理に関する協定」を
締結（令和２年７月）

緑水湖オートキャンプ場で星宙観察会
（令和２年 11 月）

法勝寺中、南部中の美術部が法勝寺
電車のジオラマ制作（令和３年３月）
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東京オリンピック・パラリンピックが１年遅れで開催され、５月 21 日には南部
町で東京 2020 オリンピック聖火リレーが開催されました。また、複合施設整
備検討委員会を設置をしてから約５年。「学び」「交流」「情報」の３つを柱とした、
多世代が多目的に交流できる拠点として「キナルなんぶ」がオープンしました。

Nanbu town

2021年度

令和３年度

17th year

山陰合同銀行と「パートナーシップ
協定」を締結（令和３年９月）

複合施設 ｢キナルなんぶ｣ オープン（令和３年５月）

高度無線環境整備推進事業工事（光ファイバ整備）安全祈
願祭（令和３年６月）

鳥取県で東京 2020 オリンピック聖火リレー
（令和３年５月）

スマート農業の技術実演会　株式会社
福成農園の圃場で開催（令和３年 10 月）

ソフトバンク株式会社からデジタル専
門人材の派遣を受ける（令和３年10月）
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森本哲星さん（南部中出身）がプロ野球入団
を町長、教育長に報告（令和 4 年 12 月）

南さいはく交流拠点施設竣工式
愛称は「かまくら山荘」（令和4年5月）

南部町・日南町合同広域避難訓練
（令和 4 年 10 月）

株式会社ニコン日総プライムと地域
活性化起業人派遣協定を締結

（令和 5 年 3 月）

法勝寺温泉がオープン
（令和 4 年 6 月）

法勝寺電車デハ 203 号誕生 100 周年
記念講演会を開催（令和 4 年 11 月）

第 1 回富有の里マルシェ 2022
（令和 4 年 11 月）

コネクテッドカーお披露目式
どこでもなんぶ号（令和 4 年 4 月）

マックスバリュの移動販売「おまか
せくん」営業開始（令和 4 年 9 月）

地域の働く人と仕事をつなぐ仕組み「しごとコンビニ」が始動しました。また、
特産品を中心に、農業振興と観光を組み合わせた「フルーツロード構想」が立ち
上がりました。青年海外協力協会南部事務所（JOCA 南部）が鳥取県南部町で長
年準備してきた新たな拠点「法勝寺温泉」が旧法勝寺高校跡地にオープンしました。

Nanbu town

2022年度

令和４年度

18th year
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南部中学校 2 年生の岡村泰雅さんが、2023
年春季全日本空手道選手権大会中学 2 年男子
軽量級の部で優勝　表敬訪問（令和 5 年 5 月）

5 年産水稲のイネカメムシ被害に係
る農家支援の要請書を鳥取県に提出

（令和５年 11 月）

会見第二小学校創立 150 周年記念
式典　演劇（令和５年 11 月）

大谷翔平選手から３小学校にグローブ
が届く（令和６年１月）

救助資機材搭載型小型動力ポンプ積
載車が南部町消防団西伯第三分団に
配備（令和５年４月）

東西町創生 50 周年記念式典　50 年の
間に 400 軒・1,100 人以上の方が暮ら
す地域となりました。（令和５年 11 月）

新型コロナウイルス感染症が５類感染症に引き下げられた年。南部町と南部町商工
会が共同で取り組む、ローカル電子マネー（地域通貨）事業として、地域経済の活
性化やキャッシュレス決済の普及を目的に、南部町の地域通貨「たすかーど」が誕
生しました。「たすかーど」は、南部町内限定で使用できるキャッシュレスカードです。

Nanbu town

2023年度

令和５年度

19th year

全国コミュニティ・スクール研究大会 by 鳥取県南部町開催
（令和５年 12 月）

町と南部町商工会が共同で取り組む地域通貨事業「たす
かーど」の運用を開始（令和 5 年 11 月）
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